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幼稚園生活を 楽しく過ごす 援助の工夫 

一 自ら選ぶ活動をとおして 一 

（ 

1  テーマ設定の 理由 

最近の地域社会においては・ 核家族化や，少子化の 傾向にあ り，異年齢・ 同年齢集団とのかか 

わりが少ないことや ，多くの友だちと 遊ぶ機会や場が 少なくなっている。 本 園の地域でも 交通事 

情や公園等が 未整備のため 遊び場が得にくくなっている。 そのため幼稚園での 生活でも自ら 好き 

な 活動 ぺ積極 的にかかわって 遊ぶことの出来ない 子もいる。 

幼稚園教育要領の 中で 

Ⅲ 幼児期にふさわ」・ ぃ 生活が展開されるようにすること 

② 遊びを通しての 総合的な指導が 行われるようにすること 

ほ ) 一人一人の特，性に 応じた指導を 行 う ようにすること 

の 三 ．点が挙げられている。 

幼舶囲 においては・これまで 教師が設定する 一斉保育から ，子ども達が 自ら好きな活動を 選び 

取り細む " 活動へと保育形態が 変わってきた。 その中で，積極的に 自分の好きな 活動に取り組む 子 

や 友だちとの活動の 中に入るのに 時間のかかる 子 ，活動の中にいても 十分遊ぶことができない 子 0 

友だちの 逝 びを傍観的に 見て L 、 る子 ・興味のあ る活動だけに 一生懸命な子等個人差も 大きい。 こ 

のように，同じ 環境の下におかれても・ 一人一人の受けとめ 方はそれぞれ 違 う ものがあ る。 

幼 ℡固における 教育とば，一人一人の 幼児が教師や 多くの友だちと 集団生活をする 中で人的・ 

物的環境とかかわり 発達に必要な 経験を自ら獲得していけるよう 援助することであ る。 

ム 

  

そのため，教師は 幼児との信頼関係を 早く確立させ ，幼児が安定し 園生活をのびの ぴ 行動でき 

るようにするために ，教師も進んで 活動に加わり・ 一人一人の思いを - ト 分 受けとめ・その 中から 

阿 をしたりか・どんなことに 興味・関心を 示しているかを 捉え，幼児一人一人が 望ましい発達を 

するよ う ・円々の子どもの 活動の記録を 取りそれらを 活かし指導計画を 作成する。 

以上のことから ，幼児一人一人が 自分なりのめあ てや期待感を 持って教師や 友だちと触れあ い 

日 二発揮をし，自から 好きな活動へ 積極的に取り 組んで，幼稚園って 楽しいと思えるようになる 

ことを願 い本 テーマを設定した。 

n  研究の目標 

白ら選ぶ活動の 中で幼児が個性を 発揮し興味・ 関心を示し・ 友達と一緒に 過ごす楽しさを 味わ 

うことで・集団生活を 楽しむようにする。 

Ⅲ 研究の仮説 

幼稚 固に拾 いて，先生や 友達と一緒に 好きな活動に 取り組みいろいろな 経験を重ねることによっ 

て， 楽しい園生活が 過ごせるようになるであ ろう。 
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v  研究内容 

1  幼児理解 

教 帥は幼児と共に 生活をしながら・ 幼児の言動や 行動から 今 何に興味を持っているか ，何を 

しょうとしているか・ 何を感じているか・どんな 経験が必要かを 捉え幼稚園生活の 全体を通し 

て 幼児の発達の 実情を的確に 把握することであ る。 

2  幼児理解と対象の 仕方 

（ 

億 

1@ 十人 ⅡⅠ 

  L 、 身 発達の実情の 理解 

象 

・客観的理解 

埋 ・幼児の行動やその 行動の 

  もとにあ ると考えられる 

ものについての 客観的 事 
｜ り 牛 ， i 

実 をとらえる。 

の 

仕 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 幼
て
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・ 広 しない・でその 感じ取っ 
  

方 たものの中に 問題を発見 

する。 

行動のもとにあ る欲求・ 

興味や生活経験の 理解 

幼児とかかわりを 持ちなが 

ら・幼児の反応を 確かめた 

り，その反応は 自分のどの 

ような態度や 感情を反映し 

ているかを見つめたりする 

ことで，幼児の 姿を保育者 

の肌で感じるようにする。 

と
解
 

 
 

特
盤
 

基
 

的
成
 

八
 %
 

個
そ
 

幼児の親子関係や 生活経験・ 

基本的生活習慣・ 運動機能・ 

社会性・感情表現など 基本的 

資料を収集してそれを 幼児理 

解に活かすようにする。 

3  幼児期の遊 び 

幼児 か 自ら興味や関心をもって 環境にかかわり・ 心や体を動かして 活動をつくり 出し展開す 

る 働きの全体であ る。 

遊ぶことを通して 達成感・挫折感，葛藤・ 充足感を味わい ，様々な体験を 重ねることで 心身 

の 調印のとれた 発達の基礎を 身につけて い く。 

幼児朋の重要な 学習であ る遊びは，一人一人の 発達に応じた 柔軟な指導が 必要であ る。 従っ 

て 幼児の遊ひの 展開は様々な 面から必要な 体験が総合的に 得られるようにすることが 大切で 

あ る。 
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4  遊び方の理解 

遊び方の タイフ     遊びの様子 

ものへの関心が 優位にあ る幼児     そ
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，
り
 

ネ
 
ル
 

味
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人へ の 関心が優位にあ る幼児 遊び相手 を 見つけてから 遊びを始める。 

動きの多い幼児 自分の 力 だけで遊びを 展開しょうとせず・ 相 

( 遊びが転々としていく 子 ) 手を求めて遊ぼ ぅ とするがうまくいかず 遊ぶ 

場所が変わる 子 。 

動きの少ない 幼児 

( 遊び場所をかわらないでひろ 子 )   

  

一人遊びの幼児」 社会性の発達が 遅れている幼児に 見られ， 自 

分の遊びに夢中に 取り組んでいる。 遊びの中 

で自己充実をして い く。 

ノ
 

。
 
"
 

/ 

5  幼児期の発達 

幼児期に入ると 子どもは，自分の 意志や意図を 主張し始めるようになるが 他者の意図もあ る 

程度理解し，自我感情や 対人感情も強まってくる。 対人交渉の技能も 身につけはじめる。 それ 

は 自然に成長していく 力 と周囲の環境に 対して自分から 能動的に働きかけようとする 力を持っ 

ていることであ る。 自然な心身の 成長や，能動性を 発揮して環境とかかわりあ う中で生活に 必 

要 低能力や態度などを 獲得していく 過程を発達と 考える。 

これまで能力や 態度の獲得については 大人に教えられたとおりに 幼児が覚えていくという 側 

面 が強かったが ，最近では幼児自身が 自発的，能動的に 環境とかかわりながら 生活の中で状況 

と関連づけて 身につけて い く側面の重要性が 指摘されている。 
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b
 
才 児の発達 を 次の 3 つの面から捉える 

Ⅲ 丼 体面の発達 運動機能の発達 

(.2) 甲声 神 而の発達 

@3) 社会   面の発達 

  
知的発達 

情緒の発達 

自我の発達 

人間関係の発達 

遊びの発達 

（
 

套
 

発 達 の 特 徴 

身 
・身長の増加が 体重の増加より 著しくなる。 ( 伸長期に入る ) 

・頭囲より胸囲が 大きくなる。 
体 

  ，視力 ( 軽度遠視 ) 血 身 
・氷人歯がはえ 始める。 

八八 @@@ T   

面 ・基本的な運動機能が 完成する。 

の 
・片足立ちができる。 

運 ・スキップができる。 

発動 ・ り 、 さなものを巧みに 扱える。 

  ・おはしが上手に 使えるようになる。 
達 Ⅲ ・三角形を模写する。 

・平衡性・柔軟性，敏捷性が 急速に増して 狭義の運動スタイルが 獲得され，運動全体 

が リズミカルになる。 

Ⅱ山十 幸 ・求知心が強くなる。 

中 古ト・ 

・想像と現実との 区別が十分にっかな い ことが時々あ る。 

１ 代 １ 

・一つのことを 始める双に一定の 計画がもてる。 

面 的 
・用途によって 物の定義をする。 

の   

達     
・大人との話が 自由にできる。 

発 ; 

・昨日・今日・ 明 口の区別が分かってくる。 

達 : ・具体的推理ができる。 
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発 達 の 特 徴 
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‥泣くことが 非常に少なくなる。 

。 恐怖心がやや 少なくなるのが 普通であ る。 

・情緒は分化して 大人に見られる 大部分の情緒が 現れる。 

  

はにかみ・恐れ・ 心配・怒り・しっと・ う らやみ・失望・ 不快 

い みきらり・愛情・ 小さい者への 愛情・のぞみ・ 喜び・ 快等   

発 目 

達 哉 

・遊びなどの 中で体験する 恐れや，罪悪感が 無意識のうちに 極端な行動を 抑制するよ 
の 

うになる。 発 ヲ 
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の
発
達
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会
 
面
 

，独立的で自信を 持ち従順になるので 物事をまかせられる。 

・ちいさい者をいたわる。 

・ 2 人ないし 5 人ぐらいのクループで 協同的に遊べる。 

・自己 エ 張をし他人への 依頼感を持ち。 社会的協同性を 持つようになる。 

。 友達と 通 ふことを好む。 
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6  教師の援助 

幼稚園生活が 一人一人の幼児にとって 安心して過ごせ ，自己発揮をし ，心身の発達が 促され 

るように幼児の 行動を温かく 見守り，適切な 援助を行い幼児期にふさわしい 生活の展開がされ 

るような場所にすることが 大切であ る。 

（ 

教師の援助の 考え方・とらえ 方 

(1) 教師の援助の 基本的な考え 方 

① 教師の援助   間接的な側面 

直接的な側面 ( 環境構成 ) 

② その時期に環境とかかわる 子どもたちが 求めてくると   思われることを 予想する。 

③ 援助を予想するには 子どもたちの 日頃 の生活を記録に 残し，教師に 求めていることを 把 

握 する。 

④子どもたちの 活動をどこまで 見守り   どこで手助けや f 旨示 さするかを見極め ，次第に主 

性的に生活を 展開出来る方向に 向けていく。 

(2) 具体的な援助を 考えるポイント 

① 教師自身のかかわり 方や動き方をあ らかじめ考えておく   

② 一人一人の子どものもてる 力を十分に発揮させ ，自分たちで 物事を進めていけるよ う に 

どこまで 準 僻しど   こから一緒に 活動を展開して い くかを考える。 

③   適切に援助が 出来るようにどの 子とも十分コミュニケートしてかかわっていく   

④ 子どもたちが 教師に求める 直接的な援助のあ り方の方向性を 考える。 

  ⑤ 援助の方向性は 時期により個々の 状態により柔軟に 判断していく。 

巨 

(3)   保育の展開と 援助の仕方 

保育の展開と 教師のかかわり ( 環境をどのように 構成して い く か ) 

① その日の環境は 子どもたちも 一緒にかかわりながら 共に力を合わせ 創って い く。 

ァ 教師が準備をしておく 環境七子どもと 一緒に創っていく 環境。 

イ 子どものいき づ まった所を教師は 一緒になって 手助けをする。 

② 子どもの柔軟な 発想を大事にする 

ア 大人の価値観で 決めるのでなく ，子どもの発想をよりうまく 利用することができるよ 

う にすることが 大切であ る。 

③ 活動の展開に 必要な素材や 材料は子どもと 共に探すようにする 

ア 準備された環境からだけでなく ，広い範囲から 必要な物を見つけるようになってくる 

保育室   戸外   囲 外 ( 家庭や地域 ) Ⅰ環境を自由に 探索出来るようにな 

ることが望ましい。 

一 7 一 
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④子どもが自由に 活動を展開できる 時間を活動の 状態に応じて 調整する 

ア いつも同じ園生活の 時間帯に決めるのでなく ，活動の内容や ， 盛り上がり方などによっ 

て 環境としての 時間を調整することが 大事であ る。 

⑤かたづけは 子どもたちの 活動の意識の 連続吐を大事にする 

ァ 今日の遊びを 明日への活動にっなげる 環境にするようなかたづけ 方をして遊びの 連続 

  性を人切にする。 

(4) 保育の展開と 具体的な援助 

( 大敗・いきづまり・ 葛藤・心が不安になったとき ) 

ァ 出来るだけ自分で 解決できるようにする。 

ィ 教師はそれを 受けとめてあ げる。 

①心が不安になった 時 ・教師は受容的にかかわり 安心感を生み 出す 

ァ いろいろなⅡ   え 方を認めてあ げる。 

ィ 慰めてもらえることで 気持ちを回復できる。 

ゥ 悲しみを教師や 友達に受け取ってもらうことで 気分が軽くなる。 

ェ さびしさを教師が 共感的に受けとめてあ げる。 

オ その子らしい 良さや得意な 面などあ りのままの幼児の 姿を認めてあ げる。 

力 一人一人どの 子もクラスの 一員として大事だと 認めてあ げる。 

不安はだんだんとりのぞかれる 

②教師が子どもたちと 一緒に活動するなかで 共感的援助をする 

( 幼児の行動を 認めてあ げる。 必要に応じてアイディアやヒントをだしてあ げる ) 

7  千ともと一緒に 活動を展開しながら・うまく 出来ないときには 教える。 

イ - ロ分の思いをうまく 表現したり，説明出来ない 時は ， 代わって状況の 説明をしてあ げる。 

ウ 子どもの活動が 行き詰まった 時は一緒に考えていく。 

ェ いろいろな可ぉ 目 ，睦を示唆したり ，おもしろそうなアイディアやヒントを 出してあ げる。 

オ 教師もチームの 一員として参加し 柴 しきを子どもたちに 表現する。 

③ 了 ・どもを励ましもてる 力を発揮させ 成長して い くよ う 志向的に援助する 

( 自分たちで出来る 部分は励まし 任せて見守り ，その子どもの 力を発揮させるようにする ) 

ア 教師がごく自然に 生活態度として 実施しモデルになる。 

イ 困難に自ら挑戦していく 意欲を高めるよう 励まし見守る。 

ゥ 子どもの成長に 具体的な期待を 持ち一緒に考えていく。 

エ 子どもの悔しい   思いに教師も 一緒に共感する。 

ワ " 

ノ 

オ 園生活の中で 許されないことをした 時はしかる。 ( 信頼関係はしっかり ぉ 反立させておく ) 
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(5) 教師として心がけること 

① それぞれの子に 合わせて言葉のかけ 方を変えて い く   

② 目の前の子と 心と心が分かり 合えるよ う にかかわる。 

③子どもたちの 実態に合わせて 柔軟に対応して い く。 

④教師感の拒 互 理解を図り信頼関係を 確立させる。 

⑤ いろいろな場面でクラス 意識をこえて 子どもとかかわる。 

⑥子どもの求めていることを 理解し心の余裕と 時間的なゆとりをもって 活動を見守る。 

幼児一人一人を 理解し，適切な 援助をするために 保育終了後その 日の活動の内容を 園内環境 図 

に 記入し，教師感で 話合いなする。 

教育的な配慮の 下に幼児が友達とかかわって 活動を展開するのに 必要な遊具や 素材，十分に 活 

動するための 時間と空間や 幼児が生活の 中で触れるえる 自然や動植物など 様々な環境が 用意され， 

こうした環境の 下で直接的・ 具体的な体験を 通して一人一人の 幼児の発達を 促して い く援助を行 

う ことが大切であ る。 

7  環境構成 

環境を枯成すると L 、 ぅ ことは，遊具や 用具，素材などを 組み合せたりすることだけでなく 人 

や物，自然や 社会の事象。 時間や空間・かもしだす 雰囲気など様々な 要素が含まれることであ 

0), それらを   柑 互に関連させながら・ 幼児の興味や 関心に即して 主体的な活動を 促し，その活 

動の中でど要な 体験を重ねていけるような 状況をつくって い くことであ る。 

壬お 暁の冊成は固定的なものでなく ，幼児の展開によって 流動的に再構成していく 必要があ る。 

物 
時間 主 

と ィ 本 

空間 的 

人 
@l Ⅰ ん ひ 

活 

興味 動 
環 境         意欲，好奇心 

関心 

Ⅱ 、 
自然物 社会事象 何 集 

入 団 

かもしだす 浩 浩 

雰囲気 動 動 
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Ⅲ 環境構成の考え 方・とらえ 方 

①環境構成の 基本的な考え 方 

ァ 子どもにとって 身近な環境とはすばらしい 環境を準備してあ げることでなく ，どんな 

物でも子どもが 活用してはじめて 環境と言えるのであ る。 

ィ 環境を構成するとは 物的・人的，自然の 事象，時間，教師の 言葉など総合的に 捉えそ 

Ⅰ "'" 

、 ノ 

れらに積極的にかかわっていけるような 状況を作っていくことであ る。 

(2) 環境構成の基本的な 視点 

ァ 幼児の生活する 姿に即して，環境が 具体的なねらいや 内容にふさわしいものとなるよ 

う にする。 

4  発達の時期に 即した環境 

  

入園当初の不安や 緊張のあ る時期 

園 に慣れ友達関係が 深まった時期   

①子どもたちの 興味や関心を 教師も受けとめ 実現に向かうようにする。 

②新たな活動が 生み出されるよ う に ， 子どもの視野が 広がるようにする。 

③ 自ら園生活に 主体的に取り 組んでいけるようにする。 

④子どもたちの 発達の実情に 即して環境を 構成していくようにする。 

⑤園生活のそれぞれの 時期に応じた 流れに沿っての 環境にする。 

(3) 環境構成を考えるためのポイント 

①園の指導計画における 環境構成は，具体的なねら い や内容から予想する。 

②個々の子どもの 環境とかかわりながら 発揮する姿を 大事にする。 

③子どもたちの 経験に深みを 与え発達を促していけるような 環境にする。 

④子ども同士が 自然に交流し 経験を広げていけるような 環境にする。 

⑤その時期にしか 経験することができないような 環境にする。 

⑥生活の流れに 沿って ， 子どもたちの 関心や意識が 連続していくような 環境にする。 

家 

庭 

  

遊び ( 好きな活動 ) 

幼 個人活動 

  稚 グルーブ活動 

国 学級全体活動 

国 全体活動 

明日への活動へ 

っ ながるよ う に 

家 

庭 
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2  たこ作りコーナ 一指導案 コーナー設置場所 とり 組 保育室 指導者 島袋悦子 

時間   幼 児 の 活 動 教 師 の 援 助 ・ 環 境 構 成 

・たこ作りに 必要な材料を - 準備する   。 タコ 糸 ・ひこ ， ・ビニー / し， 

・チラシ ・厚紙 ガ ムテープ 

  、 型紙でたこの 型を写す ・はさみ ・マジック ・セロ テ一 フ 。 

    

 
 

  ・ビニー ルヘ 好きな絵を描く ル たこの作り方を 取り組む子の 順に説 

。 ハサミで切る   

来ない子に対して 援助する 
・たけひ ご をつける 

・頑張って作ったことや ，工夫した所を 認め自 
・たこ糸をつける 信を持たせる   

・使った物を 片づける 。 作ったたこが 上手にあ がらない子に 対しては 

どうしてあ がらないのか 気付くような 声 かけ 

をする 
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・出来上がったたこは 大事に片づけるようにし 

まだ出来上がっていない 子には明日続きを 頑 

張るよう 声 かけをする 

  ，制作をした 後をみんなで 片づけるよ う に声を 1 
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3  反省と考察 

・ ピ ・ ニ - ル たこ作りにどの 子も喜んで取り 組む姿が見られた。 

・友達と仲良く 楽しみながら 絵を描く姿はとても 良かった。 

・出来上がったたこをあ げる姿は満足げで ，たこの歌を ロずさ みながらあ げる子もいた。 

  クラスをオープンにしてコーナー 活動にしたことで ，たこ作りにかかわる 子が多く援助が 

不十分な面もあ った。 

・今回のたこ 作りはみんな 同じ形のたこになったのが ，子どもたちの 興味・関心が 高まるよ 

うな，環境を 創ることが必要だったのではなかったか。 

 
 

 
 

  

  

  

ひご どこにつけるのかな わたし・おはなの え をかくの 

囲 内城・ ; 境図 

幼児の活動 と 環境構成 

    登り棒   % 一 
目 『 Ⅰ 

@ Ⅱ し一 

IWPy'yH 

囲 圃 苗 

土 

手 

  

  

月 日 ( ) 天気 (   

内 容 帝 也 串 孝 

4
"
 

、 ノ 
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Ⅶ 指導計画 

発達の節目   期 

月 4 月 ～ 5 月 

・幼児が幼稚園に 期待と不安をもち ，生活の流れへの 適応が出来て 来るまで不安 

な 幼児が見られる 

幼児の姿 ・不安定ながらも 自分で遊びを 見つける 子 ，教師に安定を 求める 子 ，他の子が遊ぶ 

のを見ている 子など遊ぶ姿も 様々だが教師との 信頼関係が出来てくると ，スムー 

ズに 遊びに入っていく 場面が多く見られる 

発達の過程 ・幼稚園での 生活の仕方を 知り，安心して 行動するようになる 

ねらい 
・幼稚園での 生活の仕方を 知り ， 喜んで豊国する 

・安全な生活態度を 身につける 

・幼稚園での 生活の仕方を 知り，安心して 行動する 

・教師や友達と 触れ合う中で 安定する 

谷 内 ・園庭の草花や ，不動物に親しみをもっ 

・教師の話に 興味を持ったり・ 絵本や紙芝居を 見たり聞いたりする 

  ・健康な生活の 仕方が分かり ，安全に気をつけて 行動しょうとする 

・身のまりの 始末・便所・ 水道の使 い方 ・手の洗い方が 出来るようにする 

・ 後 かたづけが出来るようにする 
生 f% ォき導 

・あ いさつが出来るようにする 

・登降 園 のとき安全な 行動をする 

  ( 室内 ) 帝 Ⅳ 乍 ( 戸外 ) 

フ ，ロック " 折り紙切り紙 " 

ままごと チラシ 制ィ乍 

固定遊具プランコすべり 台 

登り棒 ロケットタイヤ 

遊 ひ， 。 絵本を見る 絵を描く 雲梯鉄棒 

楽器遊び 、 ぬ りえをする     砂遊びく大堀 山 つくり ままごと ) 

泥 遊び水遊び巧技 台 

  

カスタネット 集団遊び ( リズム遊び鬼ごっこ ボール遊び )   飼育動物と遊ぶ ( ウサギチャボカメ ) 虫 探しおたまじゃくし 捕り 

・子どもに対して 教師の愛情を 伝えるよ う にしながら，どんな 状態や欲求も 受け 

入れ安心感を 与える接し方をする 

指導の要点 ・遊具や遊びのコーナーを 多くし，好きな 遊びを見つけることが 出来るよ う 配慮 

する 

・行動を共にしながら ，友達と遊ぶ 楽しさを少しず つ わからせる 

交通安全指導   春の遠足 
  

一山 5  一 
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発達の節目 
Ⅱ 期 

  

月 6 月 ～ 7 月 

幼児の姿 

  
" 発達の過 科       

・大半の幼児が 生活の流れ ， 場や教師に安定して 自分の好きな 遊びを見つけ 遊ぶ 

姿がみられる 

・幼稚園生活に 慣れ・友達と 触れあ いつながりも 出てくるが自我の 主張も強く， 

衝突かみられるようになる 

・個を発揮しながら 友達と遊べるようになる 

・身近な遊具・ 場の使い方や 遊び方生活のきまりを 知り守ろ う とする 
  ねら ぃ   

・気のあ った友達と好きな 遊びを楽しむ 

 
 

内 容 

生活 指噂 

・好きな遊びを 十分に楽しみ 満足感を味わう 

・ め Ⅰ 稚 園での生活の 仕方を身につけたり ，遊具，用具の 使 い 方を知る 

・教師や友達に 進んでかかわり 親しみを持っ 

・気のあ った友達の中で 自分の思いを 表現する 

・簡単なルールが 分かり守ろうとする 

・身近な自然にかかわり 形や色に興味を 持っ 

  教師や友達に 親しみを持ってあ いさつをする 

  食事の仕 方 ・を身につけ 友達と楽しく 食事をする 

・身の回りを 清潔にし・衣服の 着脱片づけができるようにする 

・生活や遊びのきまりがわかり 守って生活する 

・災害の時の 安全な行動の 仕方がわかる 

遊 び 

  く 室内Ⅰ 制作 ( 戸外 )  「ブランコすべり 台 
  

ままごと 

  絵本を巨 る 絵の具で遊ぶ 折り紙チラシ 帝 Ⅲ 乍 「固定遊具登り 棒雲梯鉄棒 ロケットタイヤ   

音楽を聞いて 遊ぶ   ( すた んぶ遊び )    フ牝 遊び ( プ一 旧遊び 色ス k 作り ) 

「手遊びハンカチ 遊び「飼育 働 物と遊ぶ ( チャボウサギ ヵメ )  シャボン玉 
」フォークダンスをする」 空 捕り ( セ タ % たまじゃくし ) 

  玉人をする なわで遊ぶ ( なわ とび，電車ごっこ ) 

砂遊び ( 大堀 川作り 上作り ままごと ) 

・一人一人の 子どもを理解し ， 認め集団での 生活の仕方を 個々に知らせていくよ 

  指 噂の要点、   
う にする 

。 遊びの場や遊具の 安全を十分に 点検して安全面に 留意する 
  

  ・友達に感心が 持てるようにする 

親子運動会 避難訓練 
  行事   

一学期終業式 

 
 

づ
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発達の節目 Ⅲ 期 

（ 

目 

月   9 月 ～ 10 月 

・夏休みが終わって 幼稚園に喜んで 澄田する子や 抵抗を示す子もいる 

・休み中の事を 話したり，いろいろな 場で自己を表現しながら 集団生活の中に 再 

幼児の姿 び 適応していく 姿がみられる 

・集団生活への 安定を取り戻し ，先行経験をもとにして 遊びがひろがりいろいろ 

な 方法で自己を 表現していく 姿がみられる 

・集団で行動する 事ができるようになる 
発達の過程 

  ，自分たちの 考えを出し合い ， 遊びに取り組むことができる 

， ta  b  、 、 ・         -      ,  ,                              "    一 "               -                            ノ     ，       
  ・友達と相談したり ，工夫したりして 遊ぶことの楽しさを 味わう 

・先行経験を 繰り返しながら 自己を表現する 

。 簡単なルールに 従って体を動かして 遊ぶ 

内 容 ・共通の目的意識のもとに 行動出来るようにする 

・自分が感じたことや 考えたことを 友達に伝えたり・ 話を聞いたりしながら 会話 

を 楽しむ 

・ロ分から気づ けて 手洗い ， ぅ がいをする 
生活指導 

・十分でない 部分を取り上げて 出来るようにする 

て 室内Ⅰ 帝 Ⅶ 乍 

絵本を見る 魚 つくり   
    

音楽を聞いて 遊ぶ 牛乳バック 飼育動物と遊ぶ ( チャボ ウサギカメ ) 

水遊び ( プ 一九 槌び 佳木作り ) 
遊 び   絵を描く   砂遊び ( 海 プール作り ままごと ) 

お店やさんごっこ 

      
・緊張と発散， 静と 動のバランスのとれた 活動ができるようにする 

指導の要点、 な 使 い 方に ， 憤れさせ徐々に 子ども同士で 場や物を活用できるようにする 

    ・みんなと カ を合わせることによって 活動がなりたっていくという 仲間意識をも 

・幼児の手伝えるものほ 共に準備をしたり ，片づけたりして 物の扱 い 方や効果的 

たせる 

幼 心合同運動会   
一二 7  一 

ヌア 



  発達の節目   
Ⅳ 期 

  

月 lU 月 ～ 12 月 
  

      ‥消極的な子どもも 自分の得意な 活動がきっかけとなって 自信を持ちはじめ ， 一 

      人一人が次第に 個，性的になり 落ちつきが見え 始め幼稚園生活が 充実してくる 

幼児の姿   ・友達と カ を合わせる楽しさを 経験しているので ，気のあ った友達同士での 遊び 
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  グループや友達と 話し合って進んで 活動に取り組むようになる   
，共通の課題に 向かって意欲的に 取り組み，協力して 遊ぶ楽しさを 味わう   -, ノ 

・自分 の力 を発揮しながら・ 個々に 思、 っ たことを表現したり ， 自分のべ ー スで 試 

したり努力したりして 成功感を味わう 

内 容 ・友達との っ ながりを深めながら 同じ方向に遊びを 進めて い く 

ク ルーフ X は・出生的に 展開していく 遊びを認識させたり ，学級全体の 課題と 

  してとりく せ 

生活指弾 ・ 気侯に 応じて衣服の 調節が自分で 出来るようにする 

く 室内Ⅰ 制作 絵を描く 

  楽器遊び ぺ一ブサートを 作る 固定遊具登り 棒雲梯鉄棒 

" 大メ 趨 女山メ 瞳支 "    絵本作り   く 戸外 レ   プランコすべり 台 ロケットタイヤ 

フ ー プで遊ぶ サッカー ドッジボール 

  

トライアンバル 人形劇をする 縄 で遊ぶ ( 長縄 ） 跳び 箱 竹馬 
Ⅱ 辿 " ",  @ ⅠⅠ り 

タンプリン % 台 

カスタ ネ、 ット リズム遊び 木登り ( 木の実取り ) 

オペレッタ 

  

木工遊び   飼育動物 と 遊ぶ ( ウサギチャボ ヵメ ) 
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・季節や事象の 変化に触れる 機会を持つようにし 教師自身が身近な 事象に対し 

て敏感に受けとめ 子どもの感性を 引き出し豊かになるようにする 

・一人一人の 子が自信を持って 行動している 遊びや発想をみんなのものとして 広 

げていくよ う 援助し。 同じテーマに 向かって遊びが 進められる中で 楽しくするた 
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廃 達の節目   
ⅠⅠ 期   

（
 

ハ
 

月   ] 月 ～ 3 月 

  ・正月 遊ぴの 経験から文字や 数への関心がたかまってくる 

  

幼児の姿 
カノ ルーブ同士が 交流し・学級全体での 大きなまとまりのあ る活動に発展していくようになる 

・小学校への 進学に期待を 持ち自主的な 行動が多くなる 

・一つの目的に 向かって学級の 友達と一緒に 協力して遊びを 展開するようになる 

発達の過程 ・も う すぐ一年生になるという 自覚を持ち，自主的に 行動するようになる 

・それぞれの 力を出し合い ， 話し合ったり ，役割を分担しながらやり 遂げる喜びを 味わう 

ねらい ・考えたことや 感じたことなど・ 自信を持っているいろは 方法で表現したりして・ 友達と エ 

失 して園生活を 楽しむ 

  
・寒さに負けず 戸外で十分体を 動かして遊ぶ 

・文字や数量を 使った簡単なルールのあ る遊びを楽しむ 

内 容 
。 目的を持ち自分なりに 見通しを持って 最後までやり 遂げる 

ク ルーフの友達とルールを 考えたり・役割を 分担して遊ぶ 

同 じ目的を持った 友達と行動することを 喜ぶ 

    ・お互いに意見を 出し合って遊びを 進めるおもしろさを 知る   
・自分の健康に 関心を持っ 

生活指導 ・ 背 巾を伸はして 椅子に座ってよい 姿勢をする 

  ・今までに使ったロッカーや 室内。 室外をきれいにする 

く室 l 村 ) 

正月遊び あ やとり 郵便ごっこ   
ルタ取り カ ' 絵本作り 学校ごっこ 」ロケットタイヤ 

す ごろく 劇場ごっこ 楽器あ そび 
遊 び 

たこあ げ 縄跳び 竹 ・ 馬 

こ ままわし 帝 W 乍 ，たこ作り     跳び 箱 サッカー ドッジボール 

  

まり つ き 羽つ き こま作り 砂遊び 

トランプ   か いろゲーム 飼育動物と遊ぶ ( ウサギ チャボ カメ ) 

、 ふ ¥ わら い 、 鬼の面作り   

・友達とのかかわりの 中で共通の目的を 持たせ・課題意識のあ る行動を行 う 中で成 

功の喜びを味わわせるようにする 

・一人一人が 自主的に行動がとれるような 自覚を促す 

指導の要点、 ・ 個 又はグループで 目的に向かって 活動に取り組めるよう ，それに適した 用具， 教 

材を準備する 

・身近な物の 整理が出来るようにする 

・お互い力を 出し合ったり ，助け合ったりして 仲間意識を高めるようにする   三学期始業式 

終了 式 

  
おわかれ遠足 
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Ⅰ   

Ⅶ 研究のまとめと 今後の課題 

1 研究のまとめ 

幼惟 回生活を楽しく 過ごす援助の 工夫「自ら選ぶ 活動をとおして」をテーマに 理論研究や保 

- 百文 践 をすすめてきた。 

幼 ℡世教育の 拮本は ～ 環 ・境をとおして 行 う 教育～であ ると言われている 中で・物的環境や 

人的環境の大別さを 痛感した。 

幼児が女 正 して楽しく園生活を 過ごせるようにするには 

・教師との信頼関係を 早く確立させ・ 遊びをとおして 幼児を理解する。 

‥遊びの中で 些かな経験が 多様に出来るような 環境をつくる。 

・多くの友だちとかかわって 活 ・動が出来るよ う にする。 

・ 教 帥の援助は必要な 時に適切に行われるようにする。 

，教 ㎜は め JU- こと共に活勒し 感動や共感をして・ 幼児の欲求を 十分受けとめ 安定した同生活が 過 

ごせるようにする ， 

幼   ⅢⅥにおける 教育 は ・幼児がいろいろな 活動に興味や 関心をもって 周りの環境に 主体的，意欲 

l. 白にかかわり・ 自発的に活動を ぽ開 していけるよ う いろいろな援助の 工夫を考えることが 大切であ 

ることがわかった         

2  今後の課題 

・牧師は幼児の 良き理解者となり ，一人一人の 特・性に合った 援助の方法を 教師岡で十分話し 合 

ぃ ・ 共 旭川僻してかかわるようにする。 

  多くの友だちとかかわり 楽しく遊べる 環境作りに心がける ， 

，幼 Ⅲの行劫からその   子の - 秘めた力を発見し ， 認め更に伸ばして 行けるような 援助を常に心が 

けるよ う にしていきたい。 

  
幼児一人一人が 楽しい同生活を 過ごせるようにするには ，教師や多くの 友達とふれ合 う 中で自分 

の 思いを十分だしてのびのび 行動しいろいろな 体験が得られるよ う 援助したり。 環境を幼児と 共 

に 別っていくことが - 大切であ る。 

& 参考文献 ) 

・ 幼椎圃 教育指導書 増補 番 文部省 

・保育実践用語辞典 西久保乱造 

・幼児の教育 m 語辞典 平井信義 

・幼児の発達理解と 援助 柴崎正行 
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教育出版株式会社 
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